
議案第６８号 

さいたま市下水道条例の一部を改正する条例の制定について 

さいたま市下水道条例の一部を改正する条例を次のように定める。 

平成２６年２月７日提出 

さいたま市長 清 水 勇 人 

さいたま市下水道条例の一部を改正する条例 

さいたま市下水道条例（平成１３年さいたま市条例第２７０号）の一部を次のよう

に改正する。 

次の表中下線又は太線の表示部分（以下、改正前の欄にあっては「改正部分」と、

改正後の欄にあっては「改正後部分」という。）については、次のとおりとする。 

 改正部分及びそれに対応する改正後部分が存在するときは、当該改正部分を当

該改正後部分に改める。 

 改正部分のみ存在するときは、当該改正部分を削る。 

 改正後部分のみ存在するときは、当該改正後部分を加える。 

改正後 改正前 

（使用料の算定方法） （使用料の算定方法）

第１７条 使用料の額は、次の各号に掲げる使用料

の区分に応じ、当該各号に定める額を合計した額

に１００分の１０８を乗じて算定するものとする。

この場合において、当該算定した額に１円未満の

端数が生じたときは、これを切り捨てるものとす

る。

第１７条 使用料の額は、次の各号に掲げる使用料

の区分に応じ、当該各号に定める額を合計した額

に１００分の１０８を乗じて算定するものとする。

この場合において、当該算定した額に１円未満の

端数が生じたときは、これを切り捨てるものとす

る。

 基本使用料 １月につき６６６円  基本使用料 １月につき６６０円

 従量使用料 汚水排水量（定例日現在におい

て算定した汚水排水量を各月均等とみなして算

定した１月における汚水排水量で、１立方メー

トル未満の端数が生じたときは、定例日の属す

る月分の端数は切り捨て、その前月分の端数は

１立方メートルとして算定したものをいう。）

を次の表の左欄に掲げる汚水排水量の区分に応

じて区分し、当該区分に応じた汚水排水量に同

表の右欄に定める基準額を乗じて得た額を合算

した額

 従量使用料 汚水排水量（定例日現在におい

て算定した汚水排水量を各月均等とみなして算

定した１月における汚水排水量で、１立方メー

トル未満の端数が生じたときは、定例日の属す

る月分の端数は切り捨て、その前月分の端数は

１立方メートルとして算定したものをいう。）

を次の表の左欄に掲げる汚水排水量の区分に応

じて区分し、当該区分に応じた汚水排水量に同

表の右欄に定める基準額を乗じて得た額を合算

した額

汚水排水量の区分 基準額（１立方メート

ルにつき）

１０立方メートルまで

の分

１７円

１０立方メートルを超

え３０立方メートルま

１４０円

汚水排水量の区分 基準額（１立方メート

ルにつき）

１０立方メートルまで

の分

１５円

１０立方メートルを超

え３０立方メートルま

１１１円
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での分

３０立方メートルを超

え５０立方メートルま

での分

１７４円

５０立方メートルを超

え１００立方メートル

までの分

２１８円

１００立方メートルを

超え２００立方メート

ルまでの分

２７２円

２００立方メートルを

超え５００立方メート

ルまでの分

２９８円

５００立方メートルを

超え１，０００立方メ

ートルまでの分

３５２円

１，０００立方メート

ルを超え５，０００立

方メートルまでの分

３８５円

５，０００立方メート

ルを超える分

４１３円

での分

３０立方メートルを超

え５０立方メートルま

での分

１３７円

５０立方メートルを超

え１００立方メートル

までの分

１６７円

１００立方メートルを

超え２００立方メート

ルまでの分

２０５円

２００立方メートルを

超え５００立方メート

ルまでの分

２２４円

５００立方メートルを

超え１，０００立方メ

ートルまでの分

２６３円

１，０００立方メート

ルを超え５，０００立

方メートルまでの分

２８３円

５，０００立方メート

ルを超える分

３０２円

２・３ ［略］ ２・３ ［略］

（使用の態様の変更の届出）

第１７条の２ 利用者は、水道水の排除に加えて水

道水以外の水を排除することとなったとき、水道

水以外の水を使用するための設備に変更があった

ときその他規則で定める使用の態様の変更があっ

たときは、規則で定めるところにより、遅滞なく

その旨を市長に届け出なければならない。

（罰則） （罰則）

第３８条 次の各号の一に該当する者は、５万円以

下の過料に処する。

第３８条 次の各号の一に該当する者は、５万円以

下の過料に処する。

～  ［略］ ～  ［略］

 第６条第１項、第２８条（前条において準用

する場合を含む。）若しくは第３４条の規定に

よる申請書若しくは書類、第６条第２項本文、

第１１条、第１２条、第１３条第２項、第１５

条若しくは第１７条の２の規定による届出書、

第１７条第３項第３号の規定による申告書又は

第２０条の規定による資料に不実の記載のある

ものを提出した者

 第６条第１項、第２８条（前条において準用

する場合を含む。）又は第３４条の規定による

申請書又は書類、第６条第２項本文、第１１条、

第１２条、第１３条第２項又は第１５条の規定

による届出書、第１７条第３項第３号の規定に

よる申告書又は第２０条の規定による資料の不

実の記載のあるものを提出した申請者、届出者、

申告者又は資料の提出者

附 則 

 （施行期日） 
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１ この条例中第１７条の次に１条を加える改正は平成２６年４月１日から、同条第

１項の改正及び次項の規定は同年６月１日から施行する。ただし、第３８条の改正

は、同年７月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この条例による改正後のさいたま市下水道条例第１７条第１項の規定は、平成２

６年７月分として徴収する使用料から適用し、同年６月までの分として徴収する使

用料については、なお従前の例による。 
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